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T(c) NaCI KCI MgCl2 CaC12
D
21 0.1075 0.0589 0.2895 0.3368
36 0.0980 0.0493 0.2718 0.3155
50 0.0992 0.0435 0.2433 0.2859
65 0.0854 0.0427 0.2237 0.2627
F
21 0.0110 0.0036 0.0088 0.0125
36 0.0154 0.0122 0.0194 0.0265
50 0.0171 0.0123 0.0209 0.0296






21 108 120 126
36 143 163 164
50 181 207 207
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Fig･8Maximumpolym erizationratevsrelative
supersaturationconcentration.
また､(3)式と(4)式から溶解性シリカの最大重合
速度は､次式のように表すことができる｡
】ogR=kl･PH+k2･logi(CJC)-1l+k, (5)
シリカの平衡濃度と重合速度
R:最大重合速度 (mg/)/min)
C｡:初期溶解性シリカ濃度 (mg/1)
Ce :溶解性シリカの平衡濃度 (mg/1)
kl=0･632±0･002
k2=3･73±0･01
k3=-5･33±0･11
4. まとめ
4.1 平衡濃度について
塩の添加による溶解性シリカの平衡濃度の減少は､
塩析効果のためであり､その関係は次式のように表す
ことができる｡
log(so/S)=D･M+F
上記の式によって0.01-1mol/1の塩化ナ トリウム､
塩化カリウム､塩化マグネシウム及び塩化カルシウム
溶液中の21-35℃における溶解性シリカの平衡濃度の
値を求めることができた｡
4.2重合速度について
(1) 溶解性シリカの重合速度は､pH(6･4-7･9)や
過飽和濃度 (490-650mgA)に関係なく､初期過飽和
濃度が約25%減少 したときに最大値を取る｡
(2) 塩化ナ トリウム､塩化カリウム及び塩化カルシ
ウムの添加の重合速度への影響は､溶解性シリカの平
衡濃度の減少による過飽和度の増加によって説明され
る｡
(3) 溶解性シリカの重合速度はpH(または水酸化
物イオン濃度)とシリカの過飽和度の関数であると考
えられ､特に最大重合速度については次式のように表
すことができる｡
logR-kl･pH+k2･】og((CJC)-1)+k,
初期シリカ濃度 ･.650-810mgSiOJl､pHl.6･4-7･9､温
皮 :35±2oCの条件において､kl=01632±0･002,㌧=
3･73±0･01,k3=-5･33±0･11
(4) 塩化マグネシウムを添加した重合速度実験にお
いて､マグネシウムを核とするコロイ ド状シリカの形
成を示唆する結果が得 られた｡このことはシリカス
ケールー地熱水間のマグネシウムの高い分配比と密接
な関係があると考えられる｡
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